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議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
町
議
会
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、統
一
地
方
選
挙
後
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
職
責
の
重

大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
公
正

で
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
、
誠
心
誠
意
努
力
を
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
に
お
い
て
は
、
防
災
対
策
を
は
じ
め
、

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
教
育
、
福
祉
の
充
実
、
生
活
環

境
の
整
備
な
ど
様
々
な
行
政
課
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

　
議
会
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の

皆
様
の
願
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
い
た

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
か
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

松茂町議会議長
春藤　康雄

松茂町議会委員会構成
平成 27 年 5 月 1 日現在

議員氏名

委員会等

鎌
田
　
寛
司

川
田
　
　
修

板
東
　
絹
代

立
井
　
武
雄

佐
藤
　
道
昭

佐
藤
　
禎
宏

森
谷
　
　
靖

原
田
　
幹
夫

一
森
　
敬
司

藤
枝
　
善
則

佐
藤
　
富
男

春
藤
　
康
雄

議長 ●
副議長 ▲
議会運営委員会 ○ ○ △ ○ ◎ ○
総務常任委員会 ○ ○ ○ △ ◎ ○ ○ ○
産業建設常任委員会 ○ ○ △ ○ ○ ◎ ○ ○
教育民生常任委員会 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
広報特別委員会 ○ ○ ◎ ○ △
地震・津波対策特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ △ ○ ○ ○
徳島県後期高齢者医療広域連合議会 ○
松茂町ほか二町競艇事業組合 ○ ○ ○
板野東部消防組合 ○ ○
板野東部青少年育成センター組合 ○ ○ ○
監査委員 ○
農業委員 ○
国民健康保険運営協議会 ○ ○
給食センター運営委員会 ○ ○
都市計画審議会 ○ ○ ○ ○
松茂町体育館運営委員会 ○ ○
松茂町社会福祉協議会理事 ○ ○

●議長　▲副議長　◎委員長　△副委員長　○委員
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議案番号 件名及び内容 議決年月日 議決の結果

同意第 1 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 27 年 3 月 3 日 原案同意
◆固定資産評価審査委員会委員として長谷川清和氏を選任する

ことに同意。
報告第 1 号 専決処分の報告について 27 年 3 月 3 日 報告

専決第 1 号　高速道路利便増進事業に関する計画（（仮称）松茂
スマ一ト IC 事業）の実施に伴う工事の施行に関する平成 26 年
度変更契約締結について
◆変更後の契約金額 :143,511,244 円

議案第 1 号 定年前に退職する意思を有する職員の募集及び認定に関する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆ 国家公務員退職手当法等の改正により、早期退職募集制度を

導入。従来の勧奨退職制度を廃止。
議案第 2 号 子ども・子育て支援法第 87 条の規定による過料に関する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆子ども・子育て支援法に基づく過料を制定。
議案第 3 号 松茂町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例

27 年 3 月 16 日 原案可決

◆介護保険法の改正により、指定介護予防支援の事業の運営に
関する基準を制定。

議案第 4 号 松茂町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆介護保険法の改正により、地域包括支援センターの職員等に

関する基準を制定。
議案第 5 号 松茂町議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆国土利用計画を議会の議決すべき事件として追加。
議案第 6 号 特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正す

る条例
27 年 3 月 16 日 原案可決

◆地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正により、教
育委員長と教育長を一本化した新たな責任者、新教育長を置
く。新教育長は特別職となるため所要の改正を行う。なお、
現教育長の任期中は、改正前の規定を適用。

議案第 7 号 松茂町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆議案第 6 号と同じく新教育長を置くことに伴う所要の改正。

議案第 8 号 松茂町教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に
関する条例を廃止する条例

27 年 3 月 16 日 原案可決

◆議案第 6 号と同じく新教育長を置くことに伴う所要の改正。
議案第 9 号 松茂町各種委員会委員等の報酬及び費用弁償支給条例の一部を

改正する条例
27 年 3 月 16 日 原案可決

◆新教育長を置くことに伴う所要の改正及び松茂町防災会議委
員の追加。

議案第 10 号 松茂町課設置条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆行政改革による課の編成及び事務分掌の見直しに伴う所要の

改正。
議案第 11 号 松茂町総合振興計画審議会条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆議案第 10 号と同じく行政改革による所要の改正。
議案第 12 号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆人事院等の勧告に準じて、給料表水準の引き下げ及び管理職
員特別勤務手当支給等について改正。

議決の結果及び内容（詳しくは町 HP の会議録をご覧下さい。図書館でも閲覧可能です。）
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議案番号 件名及び内容 議決年月日 議決の結果

議案第 13 号 松茂町保育所条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆子ども・子育て支援法の規定に基づき公立保育所の保育料の

規定や保育所入所の手続きなどについて改正。
議案第 14 号 松茂町重度心身障害者等に対する医療費の助成に関する条例の

一部を改正する条例
27 年 3 月 16 日 原案可決

◆中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の
支援に関する法律の名称変更に伴い、条例の関係箇所及び語
句の改正。

議案第 15 号 松茂町介護保険条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆保険料率の算定基準を現行の標準 6 段階から 9 段階に細分化

し、低所得者の保険料基準額の軽減など改正。
議案第 16 号 松茂町地域密着型介護老人福祉施設の入所定員及び指定地域密

着型サービス事業者等の指定に関する事項を定める条例の一部
を改正する条例

27 年 3 月 16 日 原案可決

◆介護保険法の改正により事業者等の指定に関する事項や運営
に関する基準を制定。

議案第 17 号 松茂町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

27 年 3 月 16 日 原案可決

◆議案第 16 号と同じく介護保険法改正に伴い基準を制定。
議案第 18 号 松茂町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

27 年 3 月 16 日 原案可決

◆ 議案第 16 号と同じく介護保険法改正に伴い基準を制定。
議案第 19 号 松茂町手数料条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律の名称変更に伴い
所要の改正。

議案第 20 号 松茂町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の

支援に関する法律の名称変更に伴い所要の改正。
議案第 21 号 松茂町公共下水道条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆排水設備工事責任技術者の登録先である法人名の変更に伴い
所要の改正。

議案第 22 号 松茂町幼稚園設置条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆子ども・子育て支援法の規定に基づき公立幼稚園保育料等を

改正。
議案第 23 号 町道路線の認定について 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆開発行為により新たに 4 路線の町道を認定。
議案第 24 号 平成 26 年度松茂町一般会計補正予算（第 6 号） 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 9,088 万 7 千
円を追加し、総額を 55 億 7,973 万 3 千円とする。

議案第 25 号 平成 26 年度松茂町国民健康保険特別会計補正予算（第 5 号） 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 3,578 万円を追

加し、総額を 16 億 9,167 万 2 千円とする。
議案第 26 号 平成 26 年度松茂町介護保険特別会計補正予算（第 4 号） 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆ 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 57 万 8 千円
を減額し、総額を 10 億 1,589 万円とする。

議案第 27 号 平成 26 年度松茂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 4 号） 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 7 千円を追加

し、総額を 1 億 5,417 万 8 千円とする。
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議案番号 件名及び内容 議決年月日 議決の結果

議案第 28 号 平成 26 年度松茂町農業集落排水特別会計補正予算（第 2 号） 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 72 万 2 千円

を減額し、総額を 1 億 413 万 3 千円とする。
議案第 29 号 平成 26 年度松茂町公共下水道特別会計補正予算（第 4 号） 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 1,901 万 4
千円を減額し、総額を 5 億 4,066 万 2 千円とする。

議案第 30 号 平成 26 年度松茂町水道特別会計補正予算（第 3 号） 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆資本的収入で 2,091 万 5 千円を減額し、資本的支出で 1,966 万

1 千円を減額する。
議案第 31 号 平成 27 年度松茂町一般会計予算 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆歳入歳出予算の総額をそれぞれ 61 億 5,200 万円とする。
議案第 32 号 平成 27 年度松茂町国民健康保険特別会計予算 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆歳入歳出予算の総額をそれぞれ 19 億 2,016 万円とする。
議案第 33 号 平成 27 年度松茂町介護保険特別会計予算 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆歳入歳出予算の総額をそれぞれ 10 億 3,045 万 4 千円とする。
議案第 34 号 平成 27 年度松茂町後期高齢者医療特別会計予算 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆歳入歳出予算の総額をそれぞれ 1 億 4,401 万 2 千円とする。
議案第 35 号 平成 27 年度松茂町長原渡船運行特別会計予算 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆歳入歳出予算の総額をそれぞれ 1,192 万 1 千円とする。
議案第 36 号 平成 27 年度松茂町農業集落排水特別会計予算 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆歳入歳出予算の総額をそれぞれ 1 億 56 万 2 千円とする。
議案第 37 号 平成 27 年度松茂町公共下水道特別会計予算 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆歳入歳出予算の総額をそれぞれ 5 億 4,663 万 3 千円とする。
議案第 38 号 平成 27 年度松茂町水道特別会計予算 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆収益的収入及び支出の予定額を、3 億 7,751 万 9 千円とする。
発議第 1 号 松茂町議会委員会条例の一部を改正する条例 27 年 3 月 16 日 原案可決

◆新教育長を置くことに伴う所要の改正及び課の編成見直しな
どに伴う改正。

発議第 2 号 予算特別委員会設置に関する決議 27 年 3 月 3 日 原案可決
◆平成 27 年度松茂町一般会計予算審査のため、予算特別委員会

を設置。
請願第 1 号 海洋環境整備事業の充実と「緊急確保航路」の指定を求める意

見書採択についての請願
27 年 3 月 16 日 原案採択

◆請願者名　国土交通労働組合　四国港湾空港支部　小松島港
湾空港分会

請願第 2 号 「手話言語法（仮称）」の制定を国に求めることについての請願 27 年 3 月 16 日 原案採択
◆請願者名　聴覚障害者制度改革推進徳島本部
委員会の閉会中の継続調査について 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆各常任委員会及び特別委員会等については継続調査を行う。

追加議案
発議第 3 号 海洋環境整備事業の充実と「緊急確保航路」の指定を求める意

見書
27 年 3 月 16 日 原案可決

◆国に対し海洋環境整備事業の充実と「緊急確保航路」として
瀬戸内海を指定するよう意見書を提出。

発議第 4 号 「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書 27 年 3 月 16 日 原案可決
◆国に対し「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書を提出。
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本
年
最
初
の
定
例
会
が
三
月
三
日
か

ら
十
六
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
二
日
目
に
当
た
る
三
月
五
日
に
は

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
質
問
議
員
よ
り
、
県
の
中
学

校
駅
伝
新
人
大
会
に
て
松
茂
中
学
校
女

子
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
、
男
子
チ
ー
ム

も
好
成
績
を
お
さ
め
た
と
い
う
、
う
れ

し
い
報
告
を
受
け
て
、
今
回
の
一
般
質

疑
は
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
若
者
の
頑
張
り
と
と
も

に
ま
た
一
つ
、
町
の
明
る
い
将
来
に
つ

な
が
る
高
速
道
路
の
開
通
に
関
連
し
た

質
疑
が
な
さ
れ
、
本
年
第
一
回
目
の
一

般
質
疑
は
と
て
も
充
実
し
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
に
対
す
る

　
　
一
般
質
問

■
一
般
質
問
議
員
一
覧

森
谷    

靖   

議
員

森
谷  

靖 

議
員

1
松
茂
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

の
有
効
活
用
に
つ
い
て

Q
い
よ
い
よ
三
月
十
四
日
に
高
速

道
路
（
徳
島
自
動
車
道
）
が
開

通
す
る
。
三
月
一
日
に
は
、
あ
い
に
く
の

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
三
千
人
の

方
々
が
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
ま
れ
た
。
今
回
、
松
茂
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
町
と
高
速
道

路
が
直
結
し
て
、
町
の
発
展
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
し
、
そ
う
な
る
よ
う
に
有
効
活

用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。そ
こ
で
以
下
の
点
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
今
回
整
備
さ
れ
る
松
茂
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
は
高
速
道
路
利
用
者
の
休
憩
施
設
と

な
る
が
、
農
協
・
漁
協
・
商
工
会
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
こ
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
で
町
特
産
品
の
産
地
直
売
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
町
内
の
地
場
産
業
の
振

興
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
検
討
・
実
行
を
お

願
い
し
た
い
。

A
議
員
ご
提
案
の
松
茂
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
で
の
産
地
直
売
の
実

施
に
つ
い
て
は
町
も
全
面
的
に
賛
成
で

す
。
道
路
法
上
、
産
地
直
売
所
の
設
置
や

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
の
た
め
に
は
町
が
そ
の

主
体
に
入
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

町
か
ら
農
協
・
漁
協
・
商
工
会
等
に
協
力

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
保

有
・
債
務
返
済
機
構
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日

本
と
の
協
議
を
密
に
行
い
、出
店
に
向
け
、

一
生
懸
命
努
力
い
た
し
ま
す
。

2
松
茂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
周
知
に
つ
い
て

Q
今
回
の
高
速
道
路
に
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ

専
用
の
松
茂
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
る
が
、
町
民
の
皆

様
へ
の
周
知
と
し
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
か
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
他
の
高
速
道
路
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用

レ
ー
ン
と
違
い
、
松
茂
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
は
一
旦
停
止
す
る
必
要

が
あ
る
な
ど
、
利
用
上
幾
つ
か
の
注
意
点

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
広
報
・
周
知
に

も
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
高
速
道
路
開
通
後
、
利
用
状
況
を

調
査
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

A
松
茂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
広
報
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
作
成
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
町
内
主
要
施
設
へ
の
配
置
を
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
町
作
成
の
紹
介
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
町
内
主
要
施
設
の
ほ
か
、

運
輸
関
係
者
や
関
係
機
関
へ
配
布
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
開
通
直
前
の
三
月
十
一
日

に
は
徳
島
新
聞
に
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
レ
ー
ン
利
用
時

の
注
意
点
に
つ
い
て
も
、
事
故
防
止
の
観

点
か
ら
も
特
に
配
慮
し
て
広
報
し
て
ま
い

り
ま
す
。
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
必
ず

一
旦
停
止
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
の
ほ

か
、
車
長
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
型
車

両
は
利
用
で
き
な
い
こ
と
を
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
一
つ
付
け
加
え
て
お
き
ま

す
。
ち
な
み
に
大
型
観
光
バ
ス
の
車
長
は

通
常
十
二
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

開
通
後
は
利
用
状
況
調
査
を
継
続
し
て

実
施
し
、
現
状
把
握
に
努
め
、
整
備
効
果

の
検
証
と
今
後
の
利
用
促
進
策
検
討
の
資

料
と
い
た
し
ま
す
。
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総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
原
田
　
幹
夫

付
託
さ
れ
た
議
案
十
件
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

定
年
前
に
退
職
す
る
意
思
を
有

す
る
職
員
の
募
集
及
び
認
定
に

関
す
る
条
例

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
早
期
退
職
者
の
募
集
及
び
認
定
の
制
度

が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
定
年
前
早
期
退

職
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
に
係
る

特
例
措
置
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
本
町
に

お
い
て
も
こ
れ
に
準
じ
、
早
期
退
職
募
集
制

度
を
導
入
し
、
勧
奨
退
職
制
度
を
廃
止
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
新
た
に
条
例
で

定
め
る
も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Q	

早
期
退
職
者
を
募
集
す
る
人
数
と
か
、

い
つ
決
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A	

年
度
の
上
半
期
に
、
今
後
の
行
政
運
営

に
つ
い
て
支
障
が
起
き
な
い
こ
と
を
勘

案
の
う
え
、募
集
の
年
齢
、職
位
、人
数
、

退
職
す
べ
き
期
日
等
を
決
定
し
て
職
員

に
周
知
し
ま
す
。

Q	

早
期
退
職
に
応
募
す
れ
ば
す
べ
て
認
定

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A	
行
政
の
運
営
に
お
い
て
支
障
が
あ
る
場

合
は
、
認
定
を
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

松
茂
町
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

件
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

国
土
利
用
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
町

村
が
議
会
の
議
決
を
経
て
国
土
利
用
計
画
を

定
め
る
法
的
義
務
付
け
が
廃
止
さ
れ
た
が
、

国
土
利
用
計
画
の
重
要
性
に
鑑
み
、
従
前
と

同
様
に
国
土
利
用
計
画
を
議
会
の
議
決
す
べ

き
事
件
と
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

松
茂
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

松
茂
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

松
茂
町
各
種
委
員
会
委
員
等
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

以
上
、
四
議
案
は
、
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た

新
た
な
責
任
者
新
教
育
長
を
置
き
、
新
教
育

長
を
特
別
職
と
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
現

教
育
長
の
任
期
中
は
、
改
正
前
の
条
例
の
規

定
を
適
用
す
る
。

ま
た
、
松
茂
町
各
種
委
員
会
委
員
等
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
、
新
教
育
長
に
関
す
る
改
正
に

併
せ
て
、
松
茂
町
防
災
会
議
委
員
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Q	
こ
の
度
の
改
正
に
よ
り
教
育
委
員
会
の

委
員
数
に
変
更
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

A	

委
員
数
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q	

こ
の
度
の
改
正
の
目
的
は
ど
う
い
う
こ

と
で
す
か
。

A	

教
育
委
員
会
の
委
員
長
と
教
育
長
を
一

本
化
し
た
新
教
育
長
と
す
る
こ
と
で
、

責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に

教
育
委
員
会
の
迅
速
性
、
機
動
性
が
高

ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

松
茂
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

松
茂
町
総
合
振
興
計
画
審
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

以
上
、
二
議
案
は
、
本
町
の
行
政
改
革
に

よ
り
、
事
務
事
業
を
見
直
し
、
総
務
課
と
企

画
財
政
課
を
併
せ
て
総
務
課
に
、
国
民
健
康

保
険
税
の
賦
課
・
徴
収
業
務
を
税
務
課
に
統

合
す
る
な
ど
、
課
の
編
成
及
び
事
務
分
掌
の

一
部
を
見
直
し
た
こ
と
に
伴
い
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
二
十
六
年
度
人
事
院
勧
告
に
従
い
、

地
域
間
給
与
の
更
な
る
反
映
と
い
う
観
点
か

ら
の
給
料
表
の
水
準
の
引
き
下
げ
及
び
平
日

の
深
夜
や
早
朝
に
お
け
る
管
理
職
員
特
別
勤

務
手
当
支
給
等
に
つ
い
て
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

（
所
管
分
）

常
任
委
員
会

委
員
長
レ
ポ
ー
ト

第
一
回
定
例
会
に
お
け
る
委
員
長
報
告

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
各
会
計
の
補

正
予
算
総
額
等
は
、
議
決
の
結
果
及
び

内
容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
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事
務
事
業
の
確
定
、
見
込
み
に
よ
る
補
正

及
び
国
の
補
正
に
対
応
し
た
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
関
連
事
業
を

補
正
し
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
事
業
を
実

施
す
る
所
管
分
の
事
業
に
つ
い
て
繰
越
明
許

費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
一
森
　
敬
司

付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
十
二
件
は
、
原
案

の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

松
茂
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
の
名
称
変
更
に
伴
い
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

松
茂
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
の
名
称
変
更
に
伴
い
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Q	

現
在
、
町
営
住
宅
に
中
国
残
留
邦
人
は
、

入
居
し
て
い
ま
す
か
。

A	

現
在
、
入
居
は
あ
り
ま
せ
ん
。

松
茂
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

排
水
設
備
工
事
を
行
う
際
に
必
要
な
、
責

任
技
術
者
の
登
録
先
で
あ
る
法
人
名
の
変
更

に
伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

開
発
行
為
に
伴
う
道
路
を
新
た
に
四
路
線

認
定
す
る
も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Q	

新
た
に
町
道
路
線
と
し
て
認
定
す
る
道

路
が
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
し
ょ
う
か
。

A	

道
路
管
理
者
と
し
て
将
来
の
道
路
利
用

を
考
慮
の
う
え
、
隣
接
地
の
土
地
が
開

発
さ
れ
る
と
き
に
道
路
が
接
続
で
き
る

よ
う
に
道
路
の
位
置
や
形
状
な
ど
に
つ

い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
） 

（
所
管
分
）

事
務
事
業
の
確
定
、
見
込
み
に
よ
る
補
正

及
び
国
の
補
正
に
対
応
し
た
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
関
連
事
業
を

補
正
し
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
事
業
を
実

施
す
る
所
管
分
に
つ
い
て
繰
越
明
許
費
を
計

上
す
る
も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Q	

地
方
創
生
先
行
型
事
業
は
、
特
産
品
開

発
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A	

砂
地
畑
に
栽
培
の
適
し
た
新
た
な
特
産

品
を
研
究
す
る
た
め
に
、
国
庫
補
助
金

を
活
用
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

Q	

徳
島
県
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
と
町
商
工
会
が
実
施
す
る
地
域
通
貨

の
注
意
点
は
あ
り
ま
す
か
。

A	

県
の
商
品
券
は
一
人
五
セ
ッ
ト
五
万
円

分
ま
で
、
町
商
工
会
は
一
人
十
セ
ッ

ト
十
万
円
分
ま
で
の
購
入
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。
合
計
で
十
五
万
円
で
す
。
　
　

こ
の
商
品
券
等
で
ビ
ー
ル
券
や
図
書
券

な
ど
の
商
品
券
の
購
入
に
使
用
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
県
と
町
商
工
会
で
商
品

券
等
の
使
用
期
間
な
ど
が
違
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
農
業

集
落
排
水
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

事
務
事
業
の
確
定
、
見
込
み
に
よ
る
補
正

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Q	

長
岸
・
中
喜
来
・
北
川
向
集
落
排
水
の

受
益
区
域
内
で
未
加
入
戸
数
は
。

A	

全
対
象
戸
数
五
百
三
十
七
戸
か
ら
加
入

戸
数
四
百
二
十
八
戸
を
差
し
引
い
た
百

九
戸
で
す
。

Q	

未
加
入
の
百
九
戸
に
対
し
て
、
加
入
促

進
を
し
て
い
ま
す
か
。

A	

未
加
入
者
に
は
加
入
に
つ
い
て
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
公
共

下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

事
務
事
業
の
確
定
、
見
込
み
に
よ
る
補
正

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

事
務
事
業
の
確
定
、
見
込
み
に
よ
る
補
正

及
び
継
続
費
の
年
割
り
額
の
補
正
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
松
茂
町
長
原

渡
船
運
行
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
千
百

九
十
二
万
一
千
円
と
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
度
松
茂
町
農
業

集
落
排
水
特
別
会
計
予
算
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歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
億

五
十
六
万
二
千
円
と
定
め
る
。

○
主
な
質
疑
事
項

Q	

下
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
改
修
予
算
に
関

連
し
て
、
集
落
排
水
使
用
料
が
平
成
二

十
八
年
四
月
か
ら
従
量
制
に
変
わ
る
と

集
落
排
水
使
用
料
収
入
の
見
込
み
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A	

現
行
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
公
共
下

水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
と
き
に
、
農

業
集
落
排
水
に
は
接
続
の
助
成
制
度
が

な
か
っ
た
の
で
七
年
間
の
猶
予
期
間
を

定
め
て
使
用
料
を
据
え
置
い
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
公
共

下
水
道
と
同
じ
使
用
数
量
に
よ
り
一
立

方
メ
ー
ト
ル
百
五
十
四
円
の
従
量
制
に

移
行
す
る
も
の
で
、
負
担
は
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
松
茂
町
公
共

下
水
道
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
億

四
千
六
百
六
十
三
万
三
千
円
と
定
め
る
。

事
業
箇
所
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
豊

久
地
区
に
お
い
て
、
施
工
延
長
約
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、新
た
に
笹
木
野
地
区
に
お
い
て
、

約
百
六
十
メ
ー
ト
ル
の
管
渠
整
備
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
松
茂
町
水
道

特
別
会
計
予
算

公
営
企
業
の
独
立
採
算
の
趣
旨
に
沿
い
運

営
が
で
き
る
よ
う
編
成
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
老
朽

化
し
た
浄
水
設
備
の
更
新
工
事
及
び
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
を
含
む
老
朽
管
更
新
事
業
並
び
に

公
共
下
水
道
事
業
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
佐
藤
　
富
男

付
託
さ
れ
た
議
案
十
七
件
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

第
八
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

過
料
に
関
す
る
条
例

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
適
正
な
運
用

を
図
る
た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第

八
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
過
料
を
科
す

る
こ
と
に
関
し
、
新
た
に
条
例
で
定
め
る
も

の
で
す
。

松
茂
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び

に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
現
在
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
基
準
が
、

町
条
例
に
委
任
さ
れ
た
た
め
、
指
定
介
護
予

防
支
援
の
事
業
の
人
員
、
指
定
介
護
予
防
支

援
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
及
び
指
定
介
護
予

防
支
援
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
等
に

つ
い
て
、新
た
に
条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

松
茂
町
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
基
準
が
、
町
条
例

に
委
任
さ
れ
た
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
等
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
新

た
に
条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

松
茂
町
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
で
定
め
ら
れ
た

基
準
を
踏
ま
え
て
、
公
立
保
育
所
に
お
け
る

保
育
料
の
規
定
や
保
育
所
入
所
の
手
続
き
な

ど
の
変
更
に
伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

松
茂
町
重
度
心
身
障
害
者
等
に
対

す
る
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
の
名
称
変
更
に
伴
い
、
条
例
の
関
係
箇

所
の
改
正
及
び
語
句
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。松

茂
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

介
護
保
険
料
の
算
定
に
つ
い
て
、
第
一

号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
基
準
額
を
現
行

か
ら
二
百
円
引
き
上
げ
月
額
五
千
四
百
円
と

し
、
所
得
水
準
に
応
じ
て
、
現
行
の
階
層
区

分
を
六
段
階
か
ら
九
段
階
に
見
直
す
と
と
も

に
、
低
所
得
者
の
保
険
料
基
準
額
を
軽
減
す

る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

松
茂
町
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
の
入
所
定
員
及
び
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
等
の
指
定
に
関
す
る
事
項
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

松
茂
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
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松
茂
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
現
在
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業
者
等

の
指
定
に
関
す
る
事
項
や
運
営
に
関
す
る
基

準
等
が
、
町
条
例
等
に
委
任
さ
れ
た
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項

を
規
定
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

松
茂
町
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
で
定
め
ら
れ
た

基
準
を
踏
ま
え
て
、
公
立
幼
稚
園
保
育
料
等

の
規
定
を
定
め
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Q	

預
か
り
保
育
料
の
月
額
と
日
額
の
適
用

は
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の
で
し
ょ
う
か

A	

預
か
り
保
育
料
の
適
用
は
、
月
単
位
で

申
し
込
ん
だ
場
合
は
月
額
を
適
用
し
、

日
単
位
で
申
し
込
ん
だ
場
合
は
日
額
を

適
用
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

（
所
管
分
）

事
務
事
業
の
確
定
、
見
込
み
に
よ
る
補
正

及
び
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
た
地
方
創
生

先
行
型
事
業
を
補
正
し
、
翌
年
度
に
繰
り
越

し
て
事
業
を
実
施
す
る
所
管
分
に
つ
い
て
繰

越
明
許
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
五
号
）

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）

以
上
三
議
案
は
、
事
務
事
業
の
確
定
、
見

込
み
に
よ
る
補
正
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
松
茂
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
九

億
二
千
十
六
万
円
と
定
め
る
。
前
年
度
当
初

予
算
と
比
較
し
て
十
九
・
一
％
の
増
で
す
。

こ
れ
は
、
保
険
給
付
費
の
伸
び
に
よ
る
約

五
千
万
円
の
増
額
見
込
み
と
、
共
同
事
業
の

拡
大
に
よ
る
二
億
六
千
五
百
万
円
の
増
額
が

主
な
理
由
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
松
茂
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
億

三
千
四
十
五
万
四
千
円
と
定
め
る
。
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
二
・
〇
％
の
増
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
松
茂
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
億

四
千
四
百
一
万
二
千
円
と
定
め
る
。
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
七
・
六
％
の
減
で
す
。

諸
般
の
報
告

︱  

要
旨  

︱

鳴
門
市
と
共
催
の
競
艇
事
業
は
年
間
で

二
十
四
日
開
催
さ
れ
、
収
益
金
は
町
の
財
源

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
及
び
平
成
二
十

七
年
度
の
二
年
間
は
、
護
岸
改
修
工
事
及
び

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
施
設
改
修
工
事
の
た

め
、
本
場
に
お
け
る
レ
ー
ス
の
施
行
は
休
止

し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
の
再
開
に
む
け
、
環

境
の
整
備
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
等
を
図

り
、
今
ま
で
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
知
ら
な
か
っ

た
人
々
に
も
、
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
管

理
者
と
も
ど
も
努
力
し
ま
す
。

︱  

要
旨  

︱

平
成
二
十
六
年
度
は
、
当
初
予
算
十
億
四

百
五
十
二
万
六
千
円
で
あ
り
、
松
茂
町
の
負

担
金
は
二
億
四
千
四
十
六
万
一
千
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
度
の
主
な
事
業

と
し
て
は
、
消
防
・
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
整
備
の
事
業
を
年
度
内
の
完
了
を
目
指
し

進
め
て
い
ま
す
。

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度

に
三
名
の
退
職
が
あ
り
ま
し
た
の
で
消
防
吏

員
採
用
試
験
を
実
施
し
、
同
じ
く
三
名
を
採

用
予
定
で
す
。

︱  

要
旨  

︱

街
頭
補
導
活
動
、
相
談
活
動
、
子
ど
も
を

守
る
活
動
、
健
全
育
成
活
動
、
子
ど
も
・
若

者
育
成
支
援
活
動
の
業
務
を
実
施
し
ま
し

た
。
平
成
二
十
六
年
度
（
平
成
二
十
七
年
二

月
末
日
現
在
）
の
補
導
件
数
は
二
十
五
名
で

前
年
同
期
と
比
べ
て
六
名
増
加
し
て
い
ま

す
。
不
審
者
情
報
に
つ
い
て
は
、
三
十
件
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
に
比
べ
十
八
件
の
増

松
茂
町
ほ
か
二
町
競
艇
事
業
組

合
議
会
報
告

板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
報
告

板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会
報
告
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と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
学
校
・
警
察
を
は
じ
め
、
各
関

係
機
関
及
び
補
導
員
と
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
子
ど
も
の
心
に
届
く
非
行
防
止
及
び
健

全
育
成
活
動
、
安
全
を
守
る
活
動
等
を
推
進

し
ま
す
。

︱  

要
旨  

︱

広
域
連
合
で
は
保
険
料
の
決
定
、
医
療
給

付
等
を
行
い
、
各
種
届
出
の
受
付
、
窓
口
業

務
、
保
険
料
の
徴
収
等
は
市
町
村
で
行
っ
て

い
ま
す
。

二
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七

年
度
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
一

般
会
計
予
算
の
総
額
を
一
億
四
千
四
百
五
十

六
万
二
千
円
と
定
め
、
平
成
二
十
七
年
度
徳

島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
の
総
額
を
千
百
九
十

六
億
五
千
百
九
万
四
千
円
と
定
め
ま
し
た
。

今
後
も
、
制
度
の
趣
旨
や
内
容
の
周
知
徹

底
を
図
り
、
こ
の
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営

に
努
め
ま
す
。

監
査
報
告

監
査
委
員�

日 

根
　
啓 

一

�

一 

森
　
康 

雄

一.

定
例
監
査

監
査
の
結
果
、
各
課
等
の
予
算
に
係
る
財

務
に
関
す
る
事
務
は
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
事
務
事
業
管
理
に
つ
い

て
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
監
査
の
結
果
と
所
見
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

二.
監
査
の
結
果

⑴
　
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
概
ね
良
好

に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

歳
入
予
算
に
お
い
て
は
、
国
費
、
県
費
の

各
事
業
補
助
金
等
は
、
年
度
末
な
い
し
は
、

そ
れ
以
降
の
交
付
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多

い
の
で
、そ
れ
ら
に
対
応
す
る
予
算
（
歳
出
）

が
多
額
に
な
り
、
資
金
繰
り
が
困
難
に
な
る

こ
と
も
考
慮
し
、
十
分
注
意
し
て
執
行
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
般
会
計
に
お
け
る
町
税
収
入
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
収
納
努
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
で
き
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
給
食
費
、
住
宅
使
用
料
等
の

収
納
に
つ
い
て
も
、
税
務
課
と
も
連
携
・
協

議
を
図
り
厳
正
・
的
確
な
滞
納
整
理
に
一
層

の
努
力
が
望
ま
れ
ま
す
。

歳
出
予
算
に
お
い
て
は
、
国
や
県
の
補
助

事
業
を
最
大
限
活
用
し
、
さ
ら
に
徹
底
し
た

経
費
の
節
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
競
争

原
理
に
基
づ
く
入
札
を
積
極
的
に
実
施
し
効

率
的
な
予
算
の
執
行
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
務
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

常
に
計
画
性
と
コ
ス
ト
意
識
を
も
っ
て
、
高

い
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

⑵
　
施
設
の
管
理
運
営
経
費
は
節
減
に
努
め

ら
れ
、
概
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
ま
す
。
財
政
状
況
の
厳
し
い
折
か

ら
、
施
設
の
日
常
管
理
を
徹
底
し
、
光
熱
水

費
等
の
さ
ら
な
る
節
減
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

⑶
　
各
事
業
、
団
体
等
に
対
す
る
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
交
付
に
あ
た
っ
て
は
、

収
支
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
補
助
金

の
必
要
性
や
金
額
の
妥
当
性
を
厳
正
に
審
査

し
、
適
正
で
効
果
的
な
執
行
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
町
民
を
対
象
と
す
る
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
そ
の
補
助
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

積
極
的
に
広
報
を
行
い
予
算
執
行
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

⑷
　
各
課
、
各
出
先
機
関
等
に
お
い
て
、
職

員
等
の
現
金
取
扱
い
業
務
に
つ
い
て
は
、
収

納
体
制
、
確
認
体
制
、
保
管
体
制
の
機
能
充

実
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

池
添
　
英
明  

議
員

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

�

（
十
五
年
以
上
在
職
功
労
者
）

佐
藤
　
富
男  

議
員

　
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

�

（
十
一
年
以
上
在
職
功
労
者
）

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
徳
島
県
町

村
議
会
議
長
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
六
年

度
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
報
告

平
成
二
十
六
年
度
自
治
功
労
者
表
彰

　
先
日
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
で
当

選
し
た
新
し
い
議
員
の
任
期
が
五
月
一
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
去
る
五
月
一
日
に
開
か
れ
た
臨
時
会
で

は
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、
各
常
任
委
員

会
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
新
し
い
議
会

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
少
し
で

も
町
民
の
皆
さ
ま
に
町
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
読
み
や
す
く
親
し
み

や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
の
誌
面
作
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
ご

愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆  

広
報
特
別
委
員
会

	

委
員
長	

佐
藤
　
道
昭	

	

副
委
員
長	

原
田
　
幹
夫	

	

委
　
　
員	

佐
藤
　
禎
宏	

	

委
　
　
員	

板
東
　
絹
代	

	

委
　
　
員	

鎌
田
　
寛
司

編  

集  

後  

記
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議長　春
しゆんとう
藤　康

やす
雄
お

83 歳　（広島）無所属
　当選回数  9 回

佐
さ
藤
とう
　富
とみ
男
お

71 歳　（広島）無所属
当選回数  4 回

副議長　佐
さ
藤
とう
　道
みちあき
昭

57 歳　（笹木野）無所属
当選回数  3 回

藤
ふじえだ
枝　善

よしのり
則

69 歳　（中喜来）無所属
当選回数  4 回

佐
さ
藤
とう
　禎
さだひろ
宏

73 歳　（広島）無所属
当選回数  3 回

鎌
かま
田
だ
　寛
ひろ
司
し

56 歳　（笹木野）無所属
当選回数  1 回

一
いちもり
森　敬

けい
司
じ

66 歳　（長岸）無所属
当選回数  4 回

立
たて
井
い
　武
たけ
雄
お

62 歳　（中喜来）無所属
当選回数  2 回

原
はら
田
だ
　幹
みき
夫
お

61 歳　（長原）無所属
当選回数  4 回

板
ばんどう
東　絹

きぬ
代
よ

64 歳　（長原）無所属
当選回数  1 回

森
もりたに
谷　　靖

やすし

55 歳　（笹木野）無所属
当選回数  4 回

川
かわ
田
だ
　　修

おさむ

63 歳　（笹木野）無所属
当選回数  1 回

松茂町議会新体制決まる！
四月二十六日の松茂町議会議員一般選挙後、五月一日の初議会（第一回臨時会）に
おいて、松茂町議会の新体制が決まりましたのでお知らせします。

平成 27 年 5 月 1 日現在
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